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そこで著者は X線映画同時 2 方向撮影法を用いて下顎運動をより詳細に解析し，顎関節症の機能的
診断に応用することによって，その診断，治療ならびに治療効果の判定に一指針を得ょうと試みた。




















の下号員頭と関節結節との相対的位置関係から，両側下害賠長が関節結節の前方に位置するもの (A A 型), 
片側下号車頁のみ関節結節の前方に位置するもの (A P 型)および両側下害賠頁とも関節結節の後方に位








機械的障害物として関節円板の関与が推察された。 PP 型においては， ド顎頭の運動軌跡が上に凸な
琴曲あるいは逆方向への移動などを示し，下顎頭の移動経過の非対称性が認められ，機械的障害物の
関与が推察されたものと，そうでないものの 2 群に細分した。









X 線映画同時 2 方向撮影法をはじめて顎関節のX線検査に応用し，下顎頭運動のー記録法ならびに
a解析法を考案するとともに，顎関節症忠者にみられる下顎運動の異常は最大開口時の両側下顎頭の移
動量および最大開閉口運動中の両側下号嵐長の移動経過の異常によって示されることを明らかにした。
さらに 121例の顎関節症患者の下号員頭の異常運動パターンを分析しそれらを 6 群に分類した。
このことは顎関節症の機能的X線診断にひとつの基準を示し，本疾忠の診断，治療に重要な指針を
与えるものとして臨床上価値ある業績である。
よって本研究者は歯学博士の学位を得る資格を有するものと認める。
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